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希望を反映した人口試算（H19.1）の試算結果
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希望を反映した人口試算の合計特殊出生率の仮定
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○ 2040年（これから出生年齢に入る1990年生の女性が50歳となるとき）までに、結婚や出生の障壁が一定程
度解消され合計特殊出生率が回復するものとして仮定人口試算を実施。

○ 出生率の回復過程については、様々な経路が考えられるが、この試算においては将来推計人口（H18.12）
の高位推計と中位推計の出生率を機械的に比例配分した。
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